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十∴■⊇‾滞空
～　理　念　～

私たちは、地域社会に親しまれ、信頼され、患
者さんも職員も元気が出る病院をめざします0

～　基本方針　～

1急性期医療を基本に機能と特性を明確にする0

2．患者さんの立場に立って、安全で質の高い医療を

効率的に提供する。

3．透明性、公共性を保ち、地域社会と連携を密にし、

地域から求められる病院にする。

千号に良質で適切な医療を受ける権利があります。
医療に際して十分な鋭明を受ける権利があります。
検査・治療等に際してそれを受ける事を自己の判断のもと承喋あ
るいは、並香する権利があります。
医療のどの段階においでも他の医師や医療地関の意見を求める権利があります

自己の病状について情報を得る権利があります。
自己の病状について個人的情報の秘密を守られる稲刈があります。
医療に関する昔情を申し立てる権利があります。
良質な医療を実現するた射こ、自己の健康親鳥に関する情報を正確
に佐える斎藤があります。
治療労を史払う骨務があ帰す。
良常な療養生活を守るために、定められた凍規則を守る青務があります
底部・肴確師や病暁観月の箱帝に後う責務があります。

一輿恒mdr山一－

2023年（令和5年発卯）新年のご挨拶

皆様におかれましては、良き新春を清々しい気持ちでお迎えのこととお慶び申し

上げます。

昨年もひとかたならぬご厚情を賜りましたことに心から感謝いたしております。

皆様方のお蔭で無事に2023年（令和5年）の契卯（みずのとう）年を迎えること

ができました。

昨年も新型コロナウイルス感染症の波に翻弄されましたが、職員が一丸となり、

発熱外来・コロナ陽性患者の外来診察・入院治療行いながら、救急応需・手術などの

済生会和歌山病院

院長川上　守

通常診療を並行して行うことができました。新型コロナウイルス感染や濃厚接触で休職を余儀なくされた職員はいまし

たが、人員の配置等々の迅速で的確な対応で病院機能を停止することなく診療にあたることができました。当院が行な

っている「本気の感染対策」のみではなく、職員の「本気の努力」の賜物であると自負しております。

昨年は、当院にとって喜ばしいことが二つありました。

一つは和歌山県の救急医療を担っている病院として救急医療功労者知事表彰をされたことです。当院の救急委員会を

中心とした職員の対応が和歌山県に認められての受賞であると喜んでいます。令和2年度の救急受け入れ件数2，000件

伽闇一一甲頭甲頭撃i・盲‾



以上の病院は和歌山県内で4病院あり、医師一人当たりの件数は88

件と他の病院を凌駕していました。その後も救急受入れ件数は、年間

2，000件を超え、令和4年12月末の時点で和歌山市の救急車受け入

れのみで2，384件と日々救急患者さんの対応にあたっております。

もう一つは、10月6日・7日の両日にわたり受審しました病院機能評

価です。

これは、病院の組織全体の運営管理や提供される医療に対して第

三者の立場から評価されるもので、病院の更なる改善活動の推進、

病院体制の充実や医療の質の向上に有益であるのはいうまでもありません。

今回審査を受けるにあたり病院機能評価部会をはじめ多くの委員会・部会ならびに院内各部署が一致団結して対応

しました。非常に多くの審査項目があるのですが、不適格事項の指摘はなく、認定証が届くのを楽しみにしているところ

です。＼仙thコロナの状況は当面続きますが、安全・安心・信頼と納得の得られる質の高い、患者さん中心の医療サービス

を効率的に提供する所存です。

さて、今年の干支の笑卯（みずのとう）は「これまでの努力が花開き、実り始めること」といった飛躍と向上の縁起のよ

さを表しているようです。

令和5年は私どもの努力が花開き、大きな実となるよう、患者さんとご家族のみならず地域の皆様が安心して暮らせる

ような医療サービスを提供できるよう職員一丸となって尽力して参ります。

日頃からお世話になっております多くの医療機関や介護施設等の皆さまのご協力とご支援なしには当院は成り立ちま

せん。本年も変わらぬご指導、ご鞭漣のほどよろしくお願いいたします。

本年が皆様方にとりまして良い年になりますことを祈念いたしまして新年の挨拶とさせていただきます。

本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

救急医療功労者知事表彰

和歌山県救急医療功労者知事表彰の団体表彰を

受賞しました。

当院は、昭和39年9月に救急告示医療機関に指定

されて以来、24時間365日和歌山医療圏を中心に救

急医療への取り組みを積極的に努めて参りました。

また、職員一人一人の救急医療に対する意識の高

まりもあり、近年では、年間2，000台以上の救急車の

収容を行っており地域の救急医療確保に尽力してお

ります。

この度、和歌山県知事より地域の救急医療確保、救

急医療対策の推進に貢献したとして、『令和4年度救

急医療功労者知事表彰』を初受賞いたしました。この

受賞を励みに、更に地域の皆様から信頼され必要とさ

れる病院となるため職員一同努力して参ります。



～臨床検査料～

臨床検査科は臨床検査技師12名・事務クラーク1名から構成され日々外来・入院患者に対

し、主に血液や尿を用いた血液検査・生化学検査、悪性腫瘍などの有無をみる病理検査、手術

や処置の際に必要となる輸血検査、心電図や心臓・血管エコー等の生理機能検査、細菌感染

の有無や抗菌薬の適応を確認する微生物検査、現在流行継続中の新型コロナウイルスに関

する検査等を実施しております。

診断・治療を行う上で、臨床検査は必要不可欠でありその結果が直接診療に影響を及ぼし

ます。そのため、検査の精度・正確性についても日々管理を行い、提供する検査結果の信頼性

の確保に努めております。また、その精度・信頼性確保の認証として2022年6月1日には、一般

社団法人日本臨床衛生検査技師会・公益社団法人日本臨床検査標準協議会より品質保証
臨床検査科技師長

久保光史
施設認証制度を取得しました。

その他にも検査業務を活かした栄養サポート、糖尿病ケア、肝臓病ケア、感染対策などの各チームにも参画していま

す。栄養サポートでは、栄養指標項目のプレアルブミンや微量元素のZn・Cuの測定・栄養診療計画書作成の補助、糖尿

病ケアでは自己血糖測定指導・持続型皮下グルコース測定指導や糖尿病教室の開催、肝臓病ケアでは肝臓病教室の開

催など、感染対策では、抗菌薬適性使用カンファレンスでの抗菌薬の選択・投与量・副作用の有無・血中濃度の確認や新

型コロナウイルス対策における検査体制の構築、院内クラスター発生時の対策にも対応しております。これからも、「地

域と共に、和歌山と共に、これからも共に、済生会和歌山病院」に泊った、より良い臨床検査業務を目指してまいります。

POCコーディネーター1名　超菖波検査士（循環器）3名

超音波検査士（血管）1名　血管診療技師3名

認定輸血検査技師1名　糖尿病療養指導士1名

栄養サポートチーム（NST）専門療法士1名



～放射線科～

我々放射線科では、各診療科に診療上有用な画像を提供する事が、主な役割となります。

モダJティーとしては、一般撮影、CT、MRI、血管造影装置、×線TV装置、骨密度装置、手術

用イメージ、ポータブル×線装置と多様な検査、治療に9名のスタッフで対応しています。また

本年度からは腹部エコー検査にも取り組んでいます。年間2，000件以上の救急車の要請に

対応している当院の状況にも365日、当直制でいかなる検査、治療にも対応できるよう、全ス

タ、ソフが、検査の質を下げる事無く全てのモダ」ティーに対応できる体制を敷いています。

当科の特徴としましては、「被ばく低減」に努めている点にあります。（日本放射線技師会

医療被ばく低減施設認定受審中）患者さんには公的な基準を基に必要適切な被ばく量での

検査実施、また職員に対しても職業被ばく低減に繋がる講習などを行っており、患者さんにも

職員にも「安心安全な放射線診療の提供」を目指しています。

放射線科技師長

前田哲男

その他では、院外からの紹介検査も行っており、CT検査、MRl検査は放射線科医と共に、多くの診療科がある病院の

特性を生かした内容での検査を実施させて頂いています。

周辺地域他施設の技術水準も注視しながら、個人のスキルアップを図り、また、タスクシフトによるチーム医療に参加

し、今後もより診療に役立つ画像の提供に努めていきます。

取得認定

放射線管理士2名・放射線機器管理士1名・×線CT認定技師3名・医療情報技師1名

救急撮影認定技師1名・作業環境測定士1名・臨床実習指導教員1名等
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㌦二感染防止対策室よりvol．3～

清掃職員ミーティング

病院の感染対策を推進する上で、清掃職員の役割は非常に重要です。

当院の病院清掃は委託していますが、病院で働く仲間として、安全に勤務していただきたい

と考えています。そのためには清掃職員さんにも、当院の職員と同様に、情報提供、感染対策

に関する教育を行う必要があると考えます。

そこで清掃職員さんとの情報共有、意見交換の場が必要と考え、今年の2月より、月1回ミー

ティングを行っています。

お互い力を合わせて感染対策の推進、業務改善を図ることを目的に活動しています。

【ミーティング内容】

病院側からは、感染対策上の問題や情報を提供、感染対策推進のための提案等をさせて

頂いています。

感染管理認定看護師

佐藤慎悟

清掃職員さんからは、ゴミの分別が不適切、危険なものが落ちていた等、ルールが守られていない場面があれば、写真

を撮るなどし、情報提供して頂いています。

【清掃職員さん対象勉強会の開催】

清掃職員さん向けの勉強会を年3回シリーズで計画し、現在第2匠を終了しました。参加者からは高評価をいただいて

おります。来年度もみなさんに興味を持ってもらえるような勉強会の内容を検討しています。

ノ＿崇‾孟宗ii　　－　＿　　　　ノ昏躍■



（～赴任のお知らせ～

脳神経外科

横矢美穂医師

整形外科

坂井智医師

令和5年1月より済生会和歌山病院に着任いたしました横矢美穂と申します0

出身は兵庫県ですが、大学生になってから和歌山市に移住し、これまで和歌山県立医科大学附属病院、南

和歌山医療センターで勤務してきました0研修医のときに済生会和歌山病院でお世話になっており、また当

院で勤務できることを大変嬉しく感じております。

まだ若手であり至らぬ点も多いかと思いますが、皆様のお役に立てるように精進いたしますのでよろしくお

願いいたします。

専門領域：脳神経外科

出身大学：和歌山県立医科大学

卒　業：2018年卒業

2022年10月より済生会和歌山病院整形外科に着任致しました坂井智と申します0

‡和歌山県立医科大学出身で、以前は橋本市民病院整形外科で勤務しておりました0

：一般整形外科、外傷を主に診療にあたらせていただきます0まだまだ至らぬ点があると思い詰すが地域の皆

宣様のお役に立てるよう日々精進いたしますので、どうぞよろしくお願い申し上げます0

専門領域：整形外科一般

出身大学：和歌山県立医科大学

卒　業：2020年卒業

～栄養管理料から季節のオススメレシピの紹介～

崇義管理制姦雄慈環磯滞革めをヒノ′望楼ぎ』
rJ一億叢卓鈍′定覿㍍

エネルギー：134kcal、

たんばく質：18．9g、塩分：1．3g

材料

で・
調味料

ー（1人前）

芸　鱈　　　100g（1切れ）

．　塩‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・1g

；こしょう　　　　　　少々

：ぇのきだけ　　　　　30g

；たまねぎ　　　　　15g

；人参　　　　　　15g

警　にんにく　　　　　1／4片

カレー粉…………1g

A　酒…．7．5ml（大さじ1／2）

オリーブオイル‥3g（小さじ3／4）

こ1．鱈は水でさっと洗い、酒（分量外）で洗う。ペーパーで水気を拭く。塩、こしょうをしておく0

：2．えのきだけは石づさをとり、半分に切ったあと、ほぐしておく0

たまねぎは1cm幅のくし形切り。

人参は皮をむき、細切り。

にんにくは皮をむいたあと、芯をとり、みじん切り。

Aの調味料は合わせておく。

③に①と②を漬け込む。

調味液ごとバットに並べて12分蒸す。

．－‥　示南扇　　　▼　　　才＿
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当院では、令和5年4月1日より外来機能の明確化億携を強化し、患者さんの流れの円滑化を図るために都道府県

ごとに決定される『紹介受診重点医療機関（200床以上）』となる予定です。他の医療機関等から「紹介状」を持たずに

受診される場合には、診療費とは別に初診・再診時の『選定療養費（保険適応外）』の徴収が義務付けられております。

令和5年1月1日から、下記のとお別段階的に料金を改定（変更）いたします。

ご理解・ご了承くださいますようお願いします。

初診時（紹介状をお持ちでない初診の患者さん）

～令和4年12月31日　　　　　　令和5年1月1日～　　　　　　　令和5年4月1日～

り00円瀾込）　　4，400円瀾込）　　7，700円㈹込）

再診時（羞翳芸讐完雪雲慧讐芸霊芝苧ったが、引き続き当院への受診を自ら希望机

令和5年4月柑～3，300円（税込）《その都度》

』選定療養費とは

「初期診療は、医院や診療所などのかかりつけ医で行い、高度膚門医療は病院（200床以上）で行う」という、医療機関の機能分担推進を目

的として厚生労働省より制定され、他の医療機関からの紹介状なく当院に受診された場合に診療費とは別にご負担いただく療養費です。

〔～地域医療連携室からのお知らせです～

地域医療連携室に新たに2名のスタリフが入職いたしましたのでご紹介させて頂きます。

水野みき

令和4年9月より人職いたしま

した看護師の水野みきと申し

ます。退院・転院を始めとする

後方支援業務を担当させて

頂いています。地域連携室と

いう初めての部署で分からな

いことも多いですが、一生懸

命頑張りますので今後ともご

指導よろしくお願い致します。

吉津雅人

令禦竺竺聖人職シ忙しチ　「　」■」「

した吉津雅人（よしづまさと）

と申します。社会人1年目で

分からないことだらけです

が、1日でも早く仕事を覚え、

済生会和歌山病院に貢献し

たいと思います。今後ともご

指導ご鞭漣のほど宜しくお

願いします。

済生会和歌山病院では医療費にお困りの方に対し無料低額診療事業【自己負担額
の免除】を行っています。

世帯の収入額や家庭状況等をお聞きし、ご相談のうえ決定します。

詳細は地域医療連携室・相談員へお問い合わせください。

ご相談
ください！

地域医療遠浅呈。遠慮ソーシャルワーカー

TEL、073－424－5185日憾憎棚叫＝平訓10時00分・、16時00分まて

＝・　■　　　　l＿　　－　‾手



済生会和歌山病院外来診療予定表　　　　（令和5年2月1日現在） 
区　分 剏� ���水 冦��金 

フ　ット　ケ　ア　外　来 剪S当医※13：30～ ��ﾂ�－ ��ｲ�－ 

内 科 �9ﾉD�V��8�9>�怩�藤　原　舞　美 ����������J2�岩　倉　　浩 ����������J2�小　池　　諒 担　当　医 

循　環　器　内　科 儖iT��8ﾔ��ｽh佇､���佻�8���｢�医大応援医師 儖h��T����8��ﾔ��下角あい子 第2，第4のみ （1，3，5週目休診） �9�X呵��8蹌�下角あい子 

呼　吸　器　内　科 俘(��m�����w｢�－ ��H��鉙��ﾔ�����高　木　　陽 ��ｲ�

リウマチ・膠原病科 凵| ��ﾂ�－ ��Y�Oﾈ���h�c�8�c�����－ 

脳　神　経　外　科 剋O木潤一郎 傅ﾉ��ﾏYH��c��小倉光博※1 倅�引�自��仲　　寛 （第1・3・4・5遇） 

横　矢　美　穂 刮｡　矢　美　穂 伜(徂ﾔ������c(ｿh�｢�

もの忘れ外来（PM） 凵| ��ﾂ�小　倉　光　博 傅ﾈ������ﾏX��H��ー 

消化器病 センター消化器内科 至翳f瞞困科（消化器） 價llロ雅功 ※10：00～ �68��%ｸ��ﾔ����ﾂ�川　口　雅　功 伜(��68��ﾕx��t2�Jllロ　雅　功 

田　端　康　人 

出口真彰※2 ��ｲ�坂田好史※2 ��ﾂ�加藤紘隆※2 

心　臓　血　管　外　科 剴秩@崎　　充 俘(･�ﾈﾞﾂ���8ｨ987�X(鵰�ｨ�cb�湯崎　充 （予約紹介のみ） ��8��鉙��ﾖｸ�����湯　崎　　充 湯崎　充 （予約紹介のみ） 
中西靖佳※5 

整　　形　　外　　科 剞V　患　診 ��ﾈ���8����繒�新　患　診 ����ﾈ���8����繒�山　東　茂　樹 
山　崎　　悟 剋R　崎　　悟 俥(��皐����'��

村　上　公　英 伜(��8ﾈ��l�������ｨ���8��ﾏh�����－ 

橋　本　光　司 俥(��皐����'��仆H��gｸ��ﾏX��謦�－ 

人工関目蹄センター 凵| ��ﾂ�－ 伜(ﾞ���ﾎX�cB�－ 

耳　鼻　咽　喉　科 剏K　添　博■・紀 ��ﾂ�金子富美恵 ��ﾂ�－ 

腎　セ　ン　タ　ー 凵| 們(��ﾞ���ﾔx��ﾏR�－ �ｨ��gｸ��葈��5B�－ 

眼　　　　　　　　　科 剽驕@木　映　美 傴ﾈ��岑����械�－ ��ﾈ����ﾕx��t2�今　居　一　輝 

皮　　　　膚　　　　科 剳ｽ田一希 （第1・3・5週） ��ﾂ�山本有紀※3 （皮膚夕周斗） ��ﾂ�－ 
酒井伽奈 （第2・4週） 

泌　　尿　　器　　科 凵| ��ﾂ�康　原　根　浩 ��ﾂ�和　田　拓　磨 

県民文化会厨

※1脳神経外科小倉光博医師（火・水）の外来では一般診療に加え、専門外来（三叉神経痛・片側顔面麻痺・舌咽

神経痛）を行っております。

※2外科一般診療に加え、大腸肛門外来を行っております。

※3皮膚科山本有紀医師（水曜日）は皮膚外科専門外来の為、予約診のみとなります。

※4人工関節センター山崎悟医師（木曜日）は15：00から予約診のみとなります。

※5心臓血管外科中西靖佳医師（月曜日）は13：30～15：30となります。

※6心臓血管外科高垣有作医師（火曜日）は予約診のみとなります。

診察　日＝月～金曜日

回

済生会和歌山病院

受付時間＝午前8時30分～午前11時（但し、予約患者はこの限りにあらず／火・木整形外科川上は8＝30～15‥00）ホームページQRコード

休診日＝土・日・祝祭日（年末年始）

ご紹介の際は、患者さんの待ち時間短縮の為にもご予約をお取り

下さいます様お願いいたします。

▲rき■

中央
郵便局　屋

形
通
り

澄年顎冠Fi

も還嘉霊代美術館

＼
至　　　空

海　　　白

雨　　　浜

●JR和歌山駅から和歌山バス約10分「京橋」
下車、徒歩すく

謡　●南海和歌山市駅から和歌山バス約5分「京橋」
下車、徒歩すく

地域医療連携室
TEL（073）424－5186　FAX（073）424－5187


